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「大豆イソフラボンを含む特定保健用食品（３品目）の食品健康影響評価」からの

メディアカバー調査の報告

平成19年6月11日

食品安全委員会事務局
勧告広報課

勧告・モニタリング係

矢部 和以
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●「大豆イソフラボンを含む特定保健用食品（３品目）の食品
健康影響評価」の審議中及び評価終了後に、「食の安全ダイ
ヤル」に審議内容などについての問合せが多くありました。

●審議は、特定保健用食品の関与成分である「大豆イソフラボ
ン」についてでしたが、問合せの内容は、納豆や豆腐といっ
た大豆製品にも及びました。

●また新聞やテレビの報道で審議について知ったというものも
目立ちました。

●このことから、審議内容、新聞報道、「食の安全ダイヤル」
は、それぞれ関係のあるものだと言えると思われます。そこ
で、新聞報道の件数、報道内容の推移、評価書の内容の報道
のされ方を考察しました。

【 はじめに 】
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①評価経緯

●評価依頼受理 平成16年1月19日 2品目 ・ｵｰﾗﾙﾍﾙｽﾀﾌﾞﾚｯﾄ ｶﾙｼｳﾑ&ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ

・ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝみそ

5月28日 1品目 ・大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ40

●評価終了 平成18年5月11日

・委員会開催

・専門調査会開催

・意見募集

・意見交換会

５回

１６回

２回

２回

①大豆イソフラボンを含む特定保健用食品の
考え方について

②「ｵｰﾗﾙﾍﾙｽﾀﾌﾞﾚｯﾄ ｶﾙｼｳﾑ&ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ」、
「ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝみそ」、「大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ40」の
食品健康影響評価

（大阪・東京）

世界中の試験報告等
研究論文１００報以上

Ａ．評価の経緯と結果について
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《評価にあたっての考え方のまとめ》

（１）閉経前女性・閉経後の女性、及び男性

大豆イソフラボンアグリコンの安全な１日摂取目安量の上限値

７０～７５㎎/日

特定保健用食品として摂取する
大豆イソフラボンアグリコンの安全な一日上乗せ摂取量の上限値

３０㎎/日

（２）胎児、乳幼児、小児、妊婦について

特定保健用食品として日常的な食生活に上乗せして摂取することは

推奨できない

Ａ．評価の経緯と結果について
②評価結果（抜粋）
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《食品健康影響評価結果の概要》

・注意喚起表示を行っても、

十分な安全性が確保される

とは言い難い

・推奨できない

・日常の生活に加えて、

本品を摂取する場合、

安全と考えられる量

（30㎎/日）を超える

十分な安全性が確保さ
れているとはいえない

○「ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝみそ」

●「妊婦、乳幼児、小児の方は

摂取しない旨」

●「他のイソフラボン含有サプ

リメントとの併用はしない旨」

●「過剰摂取はしない旨」

・推奨できない

・日常の食生活に加えて、

摂取目安量の範囲で

適切に摂取する限りに

おいては、安全性の問

題なし

○「ｵｰﾗﾙﾍﾙｽﾀﾌﾞﾚｯﾄ

ｶﾙｼｳﾑ&ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ」

○「大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ40」

注意喚起表示
妊婦、胎児、

乳幼児、小児

閉経前女性、

閉経後の女性及び男性
申請品名

Ａ．評価の経緯と結果について
②評価結果（抜粋）
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Ｂ．議題、配布資料名の変更

●議題、配付資料名はホームページ、議事次第に掲載されるが、審議期間中に変更があった。

専門委員：
健康に関する雑誌をとっているが、この専門委員会で
イソフラボンについて議論していると掲載されていた。
また豆乳を飲んではいけないといったことも書いてあり、

豆乳など食品のことではなくトクホの議論である
ことを強調しないと、そのように思われ
てしまう。しっかりとした表記が必要だ
と思います。

【議事録より抜粋】

（第３１回は、大豆イソフラボン以外の議題）
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Ｂ．議題、配布資料名の変更

大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝの

安全性評価について

大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝの安全性評価について

第29回
平成17年11月7日

大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝを含む特定保健用食品の安全性評価の基本的な考え方

第30回
平成17年12月12日

配布資料

議 題

新開発

専門調査会

大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝを含む特定保
健用食品の安全性評価の基
本的な考え方

第32回
平成18年1月31日

平成17年
12月13日(火)

東京新聞・朝刊・3面

朝日新聞
朝刊・1面

毎日新聞
朝刊・2面平成18年

2月1日(水)

日経新聞
朝刊・42面

●新聞報道との関係

11/7～12/12の
大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ
についての
新聞報道は
ありません

平成17年
9月22日(木)
朝日新聞
朝刊・21面

★
大
豆
食
品
関
連
の
記
述
あ
り

・
大
豆
食
品
に
含
ま
れ
る
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
量

・
「
大
豆
食
品
に
よ
る
摂
取
量
で
は
安
全
性
へ
の
懸
念
は
な
い
」
（
目
安
案
）

・
「
豆
乳
は
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
の
含
有
量
が
多
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
豆
乳

一
本
で
も
危
な
い
こ
と
に
な
る
」
（
日
本
豆
乳
協
会
・
技
術
部
会
長
の

コ
メ
ン
ト
）

★大豆製品関連の記述あり
・大豆食品に含まれる大豆
ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ量
・「上限値を超えてもすぐに
健康被害が発生するわけで
はない」

★
大
豆
食
品
関
連
の
記
述
な
し

★
大
豆
食
品
関
連
の
記
述
あ
り

・
大
豆
食
品
に
含
ま
れ
る
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
量

・
「
上
限
値
を
超
え
て
も
す
ぐ
に
健
康

被
害
が
発
生
す
る
わ
け
で
は
な
い
」

★大豆食品関連の記述なし
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新聞報道件数と食の安全ﾀﾞｲﾔﾙ件数の推移
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新聞 1 2 0 1 1 1 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 6 3 1 8 4 4 0 1 0

ﾀﾞｲﾔﾙ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 7 3 3 10 6 56 21 12 38 7 6 4 3 3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

平成16年 平成17年 平成18年

新聞報道（評価結果関連の内容）

新聞報道（評価結果関連以外の大豆、大豆製品の内容）

1/19
２品目評価
依頼受理

5/28
1品目評価
依頼受理

4/28～5/25
意見募集
（19通）

2/2
食品安全委員会、
厚労、農水、Q&Aを
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載

2/28
意見交換会

（大阪・参加者126名）

3/2
意見交換会

（東京・参加者147名）

3/9
食品安全
委員会

5/8
専門調査会

5/11
食品安全
委員会
【評価終了】

6/27～7/24
厚労省
意見募集
「大豆ｲｿﾌﾗ
ﾎﾞﾝを含む特
定保健用食
品等の取扱
いに関する
指針（案）
について」

注：新聞は読売、朝日、毎日、産経、日経、東京

3/9～4/5
意見募集
(107通)

Ｃ． 新聞記事と「食の安全ダイヤル」

①件数の推移

●評価書案作成が終盤となった平成18年2月「食の安全ﾀﾞｲﾔﾙ」の件数が急増した。

1/31
専門調査会

2/20
専門調査会
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新聞報道件数と食の安全ﾀﾞｲﾔﾙ件数の推移

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

報
道
件
数

0

10

20

30

40

50

60

ダ
イ
ヤ
ル
件
数

Ｃ． 新聞記事と「食の安全ダイヤル」

●新聞報道の件数の増加で、「食の安全ﾀﾞｲﾔﾙ」の受付件数は増加した。

注：報道件数の新聞は読売、朝日、毎日、産経、日経、東京

①件数の推移

1231８

56計3９

1222７

3212６

1208３

1139２

２10221

件日件日

新聞報道
１件

新聞報道
１件

25日
新聞件数１件

新聞報道
3件

平成18年 月

平成18年２月
「食の安全ﾀﾞｲﾔﾙ」受付件数
（大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ関係）

・1/31
専門調査会

・5/8
専門調査会
・5/11
食品安全委員会
評価終了

・2/20
専門調査会

・4/5
意見募集
終了

・3/9
食品安全
委員会
・3/9～
意見募集
開始
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平成18年2月1日「食の安全ダイヤル」
大豆イソフラボンについての受付内訳

情報提供 1

相談

10

質問
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・豆腐１丁の大豆ｲｿﾌﾗ
ﾎﾞﾝの量を知りたい。

・上限値に上乗せ摂取量
が追加されるのか？

・豆乳を飲んでいるが、
目安量はｱｸﾞﾘｺﾝ値か？

・評価結果は出たのか？
大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ値なのか？

など

・豆乳200ml、納豆50gの
摂取はだいじょうぶか？

・納豆、豆腐、豆乳を毎日
摂取しているが、過剰摂
取にならないか？

・大豆食品摂取の留意点は
あるのか？

・妊娠中に大豆食品を積極
的に摂取してきたが、
過剰摂取の問題は？

など

・２月１日に、「食の安全ダイヤル」の大豆イソフラボンについての受付件数が急増した。

②「食の安全ダイヤル」（２月１日）

Ｃ． 新聞記事と「食の安全ダイヤル」
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・ﾄｸﾎに用いられ人気の

ある「大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ」

・女性ﾎﾙﾓﾝに似た作用の

ある化学物質

○乳がんや骨粗鬆症の予

防効果

×乳がん発症や再発ﾘｽｸ

を高める可能性

○骨粗鬆症やがん予防

効果があるとして人気

の食品成分

×ﾎﾙﾓﾝﾊﾞﾗﾝｽを崩す恐れ

大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝの説明

○：効能

×：過剰摂取による影響

－
・30㎎以上含まれる健康食品
のﾄﾞﾘﾝｸ剤や錠剤もある。

・(財)日本健康・栄養食品協会は
意見書を安全委に提出した。

特記事項

－●－大豆食品の安全性

●－－アグリコン表記

－●

（妊婦、小児）

●

（妊婦、乳幼児）

胎児、乳幼児、小児、

妊婦について

●●●

特定保健用食品として
摂取する大豆ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝ
の安全な１日上乗摂取

量の上限値

－●●
安全な１日摂取
目安量の上限値

日 経毎 日朝 日新聞名

③新聞報道（２月１日）

Ｃ． 新聞記事と「食の安全ダイヤル」
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・新聞報道の内容の推移は、次の通り。

50.0

５

２

０

２

１

あり

「超えても直ちに健
康被害にはならな
い」表記

100

１０

３

１

２

４

新聞
報道
数

「一日摂取目安量の上限値、
70～75㎎/日」記載あり

29.4

５

１

１

０

３

なし

70.6

１２

６

０

３

３

あり

「妊婦、乳幼児等
にﾄｸﾎの摂取は推
奨しない」表記

41.2

７

３

０

３

１

あり

「大豆、大豆食品そ
のものの安全性を
問題にしているので
はない」表記

50.0

５

１

１

０

３

なし

58.847.152.9100100％

１０８９１７１８合計数

４３４７８5月

１１０１１4月

０１２３３3月

５３３６６2月

なしなしあり

「ｲｿﾌﾗﾎﾞﾝｱｸﾞﾘ

ｺﾝ」表記新聞
報道
数

何らかの評価数値記載あり

新聞

報道

数

月

２月の報道と３月以降の報道を比べると
食品安全委員会のメッセージは、
丁寧に報道されている傾向

Ｄ． 新聞報道と食品安全委員会のメッセージ

調査対象期間 ： 平成18年2月から評価終了翌日の同年5月12日まで
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新聞記事に反映

●専門調査会での議論

●食品安全委員会での議論

●「ぶら下がり」会見

●評価書（案）の内容

●意見交換会 など

食品安全委員会が発信するメッセージ

●疑問解決の糸口

Ｄ． 新聞報道と食品安全委員会のメッセージ

●関心・興味の対象

●内容の認知

●疑問が発生

●「食の安全ダイヤル」
の受付件数の増加

●「食の安全ダイヤル」
の受付件数の減少
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●大豆製品についての審議と誤解されないように、
審議内容についてわかりやすく発信することが大切です。

●関係者によるタイムリーな情報発信は、情報伝達の有効な
手段と思われます。

●新聞報道などにより、「食の安全ダイヤル」の件数が増える
ので、そのための準備が必要と思われます。

Ｅ． まとめ


